平成27年度第1回  静岡市障害者自立支援協議会　会議録

１　日　時　　　平成27年７月７日（火）　午後１時から午後３時50分まで

２　会　場　　　静岡市葵区追手町５番１号
静岡市役所　本館３階　第１委員会室
３　出席者　　　

委員  江原勝幸委員/会長、鈴木眞知子委員、畠山直史委員、山本忠広委員、望月晃次

委員、長谷川浩志委員、浅野一恵委員、檜垣智郎委員、望月融委員、岡庭隆門委員、松本仁美委員、中村文久委員、佐野可代子委員、松井和泉委員

事務局  松永局次長兼福祉部長、田形障害者福祉課長、内山児童相談所長、杉山保健所

清水支所長、杉山商業労政課雇用労働政策担当課長、杉山葵福祉事務所障害者
支援課長、松田駿河福祉事務所障害者支援課長、森井清水福祉事務所障害者支
援課長
相談支援事業所　
静岡市障害者相談支援推進センター、障害者生活支援センター城東、アグネス
静岡、静岡市支援センターなごやか、サポートセンターコンパス北斗、
静岡医療福祉センター児童部地域支援・相談室「やさしい街に」、ひまわり事業

団ピアサポートセンター、地域生活支援センターおさだ、清水障害者サポート

センターそら、障害者相談支援センターわだつみ
４　傍 聴 者　　なし
５　議　　題　

（１）　平成26年度　障害者等相談支援事業について

（２）　平成26年度　障がい者虐待の現状について

（３）　第３期障がい福祉計画に係る平成26年度実績及び総括について

（４）　地域課題について                              
７　会議内容

（１）開　会

（２）委嘱状伝達　　【松永局次長兼福祉部長より各委員に委嘱状を交付】

（３）福祉部長挨拶　【挨拶の後、事務局を紹介】

（４）会長等の選出　【会　長　　江原勝幸委員を選出、会長挨拶】

【副会長　　佐野可代子委員を選出】

（５）会議公開・非公開の了承
（６）議事１  平成26年度 障害者等相談支援事業について
〇江原会長　それでは、まず「平成26年度 障害者等相談支援事業について」説明願います。

【障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明】
〇江原会長　ただいまの説明に対しまして、何か質問等がございましたら、ご発言をお願いします。

〇中村委員　参考資料1で細かく支援内容別の内訳が出ているが、一番多いのは、福祉サービスの利用等に関する支援ということで、分析の中では、計画相談支援の補完的役割というような表現をされている。そもそも計画相談と委託相談の役割をどういうふうに分けて考えればいいのか。計画相談は計画を立てるだけで手いっぱいで、新規の方は受けられない。サービスが既に入っていて、サービスについて相談する必要のない方は、直接、計画相談へ行く方も多いと思うが、どんなふうに生活をしたらよいか相談したい方の場合は、まず委託相談支援事業所に相談をし、その結果、サービスを利用するのが適当だと判断されたケースが積み上がって10,000件になったのか。その辺をもう少し細かくお聞きしたい。委託相談支援事業所に利用者が最初に来ているのかどうか。区の窓口に来られた場合、まずは委託相談支援事業所の窓口をご案内されるのか。
〇渡辺障害者福祉課主幹兼係長　相談をされる方の話の内容を聞いて、ここが適当だということで、話をつなげていくと思うので、最初からの振り分けは難しい。

〇鈴木委員　私どもは、委託相談と計画相談を行っているが、直接サービスを使いたい場合は計画相談に来る。困っていることがある場合は、委託相談が動き、アセスメントをして、何が必要なのか聞き取りをしてから、計画相談へつなげている。80％くらいは、計画相談ということで来ており、残りの20％が委託相談になっている。コンバス北斗では、平成25年度から計画相談支援を行っているが、計画相談を入れるのがいっぱいで大変な現状である。今、使っているサービスをそのまま使いたいという方については、今年度はセルフプランでどうかと考えているところである。
〇望月委員　連絡調整会議と全体会議、自立支援協議会はつながりのあるものだと思っているが、自立支援協議会の事務局は行政しかいない。毎月やられている連絡調整会議に出された困難事例を年３回の全体会議でこなし、そこで問題になっているものを自立支援協議会へ上げていると思う。私は、４年２期委員をやっているが、連絡調整会議と全体会議、自立支援協議会の関連性が見えてこない。事務局として基幹相談支援センターや相談支援連絡調整会議の方が入っていないのはおかしい。組織を少し変えることはできないか。
〇江原会長　ご意見ありがとうございました。

自立支援協議会、連絡調整会議との関係について、わかりやすい仕組みをとのご意見をいただきました。これに関しては、この場で協議していく時間はないので、ぜひ検討していただきたいと思う。
〇中村委員　先ほど、自立支援協議会の専門部会のお話しがありましたが、前々から就労支援部会を設置していただきたいと思っておりまして、ここでご提案させていただきたい。
　地域における障がい者の就労に関しては、いろいろなサービスもできましたし、これか
ら精神障がい者の方の雇用義務化も始まるということで、他の自立支援協議会並みに就労支援部会が必要ではないかと思っている。幸い、当協議会の委員の中に、静岡公共職業安定所の松井委員、地域の就労移行をリードしていただいているメディアベースの長谷川委員がいらっしゃいますので、ご協力をいただきながら、地域の就労に関する課題について検討を進めていきたい。
新たに就労支援部会の設置を提案させていただきたいと思います。

〇江原会長　ただいま、中村委員から就労支援部会の設置について、ご提案がありましたがいかがでしょうか。

部会の設置については、静岡市障害者自立支援協議会設置要綱第７条において、会議に諮って定めることとなっておりますので、皆様にお諮りしたいと思います。

目的は、先ほど中村委員からのご提案にありましたように「障がいのある方の就労に関する課題を共有し、改善策の検討及び実現に向けて協議するため」ということで、構成委員につきましては、この協議会の中村委員、長谷川委員、松井委員を初め、このほかに関係する機関の方があれば参加していただき、事務局において調整し、構成委員につきましては、私に一任ということで、新たに部会として設置をすることで、よろしいでしょうか。

【異議なしであることを確認】
〇江原会長　ご異議ないようですので、就労支援部会の設置を認めたいと思います。

今後の協議・検討をよろしくお願いします。

（７）議事２  平成26年度　障がい者虐待の現状について
〇江原会長　次に、平成26年度　障がい者虐待の現状につきまして、説明をいただきたいと思います。

事務局から説明をお願いします。

【障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明】

〇江原会長　ただいまの報告に対し何か質問等がございましたら、ご発言をお願いします。
〇望月委員　資料の11ページ、対応が長期化する要因として「多問題家族」、「重度の障がい者が利用できる短期入所を含めた入所施設がないため分離ができない」とあるが、この辺について、静岡市としてどのようにしていこうと考えているのか。

９ページ、労働局が対応したが、虐待事実の確認ができなかったとある。事業所に労働局の方が行ったところで、正直に話はしないと思うので、すごく問題がある。ビデオを見て、やっと動き出すということがあると思うと、隠れたところで、いろいろなことが起こっているだろうと気になっている。
〇渡辺障害者福祉課主幹兼係長　養護者虐待の多問題家族への対応については、引き続き関係者とのケース会議を開き、どのような形の支援がいいのか協議を行っていく。家族一人一人について支援を必要とする場合が多く、たとえばお母さんについては介護の支援、お子さんについては障がいの支援ということで、高齢者、介護の関係の方々と話し合い、役割分担をしながらアプローチしていくことが、今できること思っている。
〇田形障害者福祉課長　短期入所に限らず、グループホーム等の施設の不足については、計画の中でもうたわれているとおりである。短期入所を初めとした施設については充実を図っていくということで、各事業所からお話しをいただいた際には、こちらとしても積極的にお願いをし、支援をしていきたいと考えている。

〇望月委員　ほかの委員の方に聞きたい。この辺について、皆さんはどのように感じているのか。虐待のケースで相談を受け、親御さんから離さなければならない場合に、分離先がなく困っているケースがあると思うが、どうですか。
〇畠山委員　この会議に出て、もう２年以上前から被虐待者のケースを報告させていただいている。日中活動が埋まり、支援する人も昼間、夜間に入り、その方にとってはいい環境になっているが、親御さんは変わらない。支援者の見えない時間もあって、そこで虐待が起きている現状である。２年間の見守りの経過の中で、何度も在宅では難しいという話はしてきたが、できていない現状であるので、そういう方々のための施設がほしいと思う。また、緊急時、希望するときに利用できないという課題は継続しているので、ぜひ静岡市として動けるところは動いてほしいと思っている。
〇鈴木委員　私たちが相談を受け、虐待通報した場合、児童相談所を初め行政の皆さんはもう情報を知っていて、こちらで処理するからと言われる。私たちの支援はそこで終わってしまう。児童相談所も、ほかの行政機関の方も知っているのなら、何をするか考えて進んでいくべきだと思う。また、すぐに切り離さなければいけない、どこかへ避難させなければいけないという場合、緊急に入所できる施設がない。短期入所であっても、どこを聞いてもいっぱいで、前に進めなくなってしまう。私たちが緊急時の施設を探すよりも、行政の方が探した方が見つかる可能性は強い。行政の力を使ってでも、本人には入所して、良い生活をさせてあげたい、幸せに暮らせるようにしてあげたいとの思いで動いているが、入所施設が少ない。グループホームでも生活できる方も多くいらっしゃると思うので、グループホームをたくさんつくり、緊急時に何人かが生活できるようになるといいと思っている。
〇江原会長　緊急時にシェルター的に入所できるような短期的な施設が必要だというご意見がありました。これに対する行政の対応としては、課題が残っていると思うので、入所施設がないことについて、ぜひ進めていただきたいと思う。

〇檜垣委員　私どもは、今まで入所・通所施設であったが、計画相談支援事業所を設けて、いろいろな声が聞けるようになってきた。職員会議の中でも地域ではこういうことに困っていますというような情報共有ができている。実際、虐待の相談に来られている。お願いだから何とかできないですかという話を聞き、今、花園会ではそういう施設の整備をしたいと考えられるようになりました。いろいろなところと連携をして、ないからと言っているばかりでなく、お互いにコラボレーションして、施設整備に前向きに考えていけたらと思っている。
〇鈴木委員　虐待の疑いがある場合、通報することによって虐待がなくなる。ゼロになればいいわけです。疑わしいときには、通報をして、皆でコア会議を開いて、浅いうちに虐待をなくすということが虐待防止の趣旨だと思う。施設の虐待の場合、証拠がないと何もならない。静岡市の施設でもそういうことがありましたが、証拠がないから駄目だと。映像として残っていればよかったのにと思うこともあります。これからは、そういうことを踏まえて虐待のない世界にしていきたい。私は権利擁護・虐待防止部会の委員ですが、そうしていきたいと思っている。虐待は防止することが一番大切だと思うので、これからも皆さんと協力をしてやっていきたい。
〇江原会長　部会だけではなく、全体として虐待防止の対応について考えていきたいと思います。

ありがとうございました。
（８） 議事３　第３期障がい福祉計画に係る平成26年度実績及び総括について

〇江原会長　次に、「第３期障がい福祉計画に係る平成26年度実績及び総括」につきまして、説明をいただきたいと思います。

事務局から説明をお願いします。

【障害者福祉課　蝦名補佐より説明】
〇江原会長　ただいまの報告に対しまして、何か質問等がございましたら、ご発言をお願いいたします。

〇望月委員　26年度までの福祉計画の実績が出たので、これを受けてどこの時点で見直しをされる予定なのか。課題がいろいろな項目の中で出てきているが、これをどういうふうに27年度からスタートしている計画に反映させていくのか、教えていただきたい。
〇蝦名障害者福祉課課長補佐　基本的な方向は第４次計画に引き継いでいる。大きな見直しがあれば、施策推進協議会に諮っていくが、基本的には引き継いだ形で進めていく。今、おっしゃられた第３期の課題は、第４期についても引き継いで課題として上げている。

〇望月委員　訪問系サービスとしては、「強度行動障がいがある障がい者、重度の視覚障がい者への訪問系サービスの充実が課題となっている」とあります。27年度からスタートしている計画に対して、上がってきている課題を解決していくプロセスについては、どのように考えているのか。
障がい福祉計画をつくるに当たって自立支援協議会の意見を聞く必要があったと思うが、前の担当の方は、自立支援協議会の中で行う時間がなかったので、私たちに意見をくださいとアンケートを送ってこられて、とりあえず自立支援協議会の意見を聞きましたという形にした。課題が出てきています、27年度から計画がスタートしました、29年までのどこかのタイミングで見直し、課題を解決していくプロセスがあると思う。施策推進協議会にかけますと言っていたけれども、自立支援協議会の意見も聞いていただけますよね。

〇蝦名障害者福祉課課長補佐　個別の内容に関わるものだと思います。さまざまな意見を聞いて見直し、それを反映して施策をやっていく。大きく計画の数値、方向性が変わるのであれば、自立支援協議会の意見を参考に反映していく。最終的な決定は、施策推進協で見直しをするということである。

〇望月委員　27年度からスタートした福祉計画の３年間について、どう過ごすのか聞きたかったので質問させてもらいました。
なぜかというと、行動援護、重度訪問介護の計画数値が上がっていかなかった。数値目標が全然上がっていない。事業所が増えていきませんという課題に対して、どうしたら事業所が増えていくのか、行政としての考え方をお聞きしたかった。26年度から重度訪問介護に関しては、知的障がいの方で行動に障がいのある方へも対象者が拡大されている。対象者が拡大されているならば、このくらいの人たちがいて、サービスはこのくらい増えて、事業所も増やしていかなければならないということがあると思っていたが、29年まで増えませんという計画が出てきた。対象者が拡大されている、サービスとしてやっていかなければならないのに、全く動かない計画を立てて、振り返りの中で今後の課題として上がってきているのであれば、行動援護や重度訪問介護の対象者がこれだけいるので、サービスや事業所を増やしていかなければいけないと、早い時期に見直しをしなければならないと思っている。
〇長田障害者福祉課主幹兼係長　重度訪問、行動援護に関する回答でよろしいですか。それとも計画全体のことを言われているのですか。
〇望月委員　私がこだわっているのは行動援護、重度訪問介護の事業所が増えていかない計画について、見直しを早期にやっていただきたいという思いがあった。一つ一つのサービスについても、課題が出ているところについては、見直しが必要でしょう。総括的に３年間をだまって過ごすわけではないと思うので、どのようなタイミングで見直しをするのか、皆さんから意見を頂戴するのか、一般市民やユーザーにアンケート調査をするのか、どういう形で３年間を過ごしていくのか。

〇田形障害者福祉課長　昨年から地域課題の中で対応していただいている強度行動障がいの研修、行動障がいの支援の方法等があり、一つ一つのことを言えばそういうことだと思う。
一方、計画数値の出し方は、過去の実績を参考にしていることから、ニーズがあったのと利用がなかったということは、質が違うと思っている。環境的な要因による数字のブレが要素として大きい。そういう中で、基盤的な部分で強度行動障がいの方を取り上げたときに、対応していただける事業所が増えるイコールニーズが増えることになり、個々のサービスとしては、それが居宅介護かもしれないし、生活介護かもしれない。そういったところで数字が伸びていく、事業所が増えていくことは予測ができるので、こういった時点で必要に応じてご意見等を伺う中で修正をしていく。恐らく修正のタイミングについては、事業所が現在こういう傾向にある、数値はとても追いつかないという声を私どもの方で伺い、反映させることになると思う。

〇江原会長　見直しについては、必要であれば意見を伺うということで、個々の事業者との関係を密にしていくということでよろしいですか。また、課題について対処するための取組みはどうなのか検証していく必要性もご指摘いただきましたので、よろしくお願いします。
〇望月融委員　私ども事業所は精神障がい者の就労を支援しているので、就労支援Ａ型、Ｂ型、移行支援の計画値が伸びていくことについてうれしく思っている。事業所が増えたり、利用者が増えたりということはうれしいことではあるが、精神を主たる障がいとする利用者の事業所が果たして、この中で幾つ増えているのか。私個人的としては、精神の事業所は余り伸びてはいないと思っている。ただ今後、課題としても13ページにありましたが、Ｂ型の課題として、精神の障がいに特化した障がいの重度化に対応できる特殊性のある事業所が望まれていると。最もなことであるが、どうして精神の事業所が増えていかないか根本的な問題を考えたとき、精神障がいという特性から利用者さんが通所できる日は症状の悪化によって非常に不安定だということがある。
私のところは20人定員のところ１日平均15.8人しか来ることができない。しかし登録者は30人近くいる。60％に満たない人が就労できない。それは症状の悪化です。一旦悪化してしまうと、月単位でその症状に向かい合っていかなければいけない。施設の運営にも支障を来す。そこが非常に精神障がいの方を主に抱える事業所としては悩ましいところである。課題にあるような精神障がいに特化した事業所というものは一ＮＰＯ法人では力が足りない。何らかの形で行政側のフォローがないと難しい。課題として上げていただいているので、非常にうれしいことであるが、皆様の力をいただきながら精神の障がいを抱える方、重度化した障がい者の方についても居場所を与えてほしいと思っています。
〇江原会長　ありがとうごさいました。
精神障がいに対応する事業所について課題として取り上げていただいていますが、これを具体的に進めていく上での行政側の支援についてご意見がありました。

他によろしいでしょうか。
計画の見直しについては今後、対応をお願いします。
（９） 議事４　地域課題について　　非公開
 (10) 閉会
〇江原会長　以上で、平成27年度第１回静岡市障害者自立支援協議会は閉会したいと思います。

委員の皆さんにおかれましては、円滑な進行にご協力いただきましてありがとうございました。
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